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【目的】これまでの研究で、抗酸化物質であるモリン(MO)は、糖尿病モデルマ

ウスにおいて優れた脂質過酸化抑制作用を示すことが明らかとなった。しかしな

がら、MO は難水溶性薬物であり、生物学的利用能が非常に低いことが指摘されて

いる。そこで、MO を固体脂質微粒子(SLP)に封入した製剤を開発することで、経口

投与において MO の生物学的利用能を高めることを目的とする。 

【方法】SLP は、基剤としてハードファットを用い、界面活性剤として Tween60

およびポリビニルアルコール(PVA)を用いて調製した。さらに、エチルセルロース

10 あるいは 45(EC10、EC45)を添加したものについても調製した。SLP の調製にお

いて、PVA の添加が粒子径に及ぼす影響について評価した。さらに、けん化度およ

び粘度の異なる PVA を用い、特性値の異なる PVA が SLP の封入効率、粒子径およ

び粒度分布に及ぼす影響について評価した。 

【結果・考察】PVA を添加しない SLP においては針状結晶がみられたが、PVA を

添加することで球状の微粒子となることが確認された。PVA の添加量については、

添加量を増加させると、封入効率が向上する結果が得られた。PVA の特性値の影響

については、EC を含まない SLP においては、けん化度および粘度が低い PVA にお

いて良好な粒度分布が確認された。EC を含む SLP については、PVA の添加量が低

い場合、粘度が高い PVA において粒度分布が良好となり、添加量が高い場合は、

粘度の低い PVA において良好な粒度分布となる結果が得られた。PVA の添加量およ

び特性値は、SLP の封入効率、粒子径および粒度分布に影響を及ぼす結果が得られ

たことから、SLP の組成によって最適な PVA の添加量および特性値があることが示

唆された。 


